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暖るもの がある 。 世に美 しい もの は数々 あるが ， 真理 探求の 同行の 間 にかわ され た友情も， そ

の よ うな もの の
一

っ で ある 。

　こ の 私信の 中で リュ ス ト
ー

は ，
レ プケ に あて て こ う言 っ て い る 。 「わが 親 愛 な る レ プ ケ君 ，

世の 中に は我々 の こ とをユ
ー

ト ピア ン だ と言う者 も居 る，ロ マ ン チ ス トだと言う者も居る ，

反動家 だと言 う者 も居 るよ ， しか し ， そ う言わ れ た っ て い い じ ゃ な い か ，だ っ て
．

ヴ ィ ク トル

・ユ
ーゴー

も言うよ うに ，ユ ー トピ ア は明日の 真理で あり ， 現在 ， 真理 と呼ばれて い るもめ も

みな昔は ユ ー
ト ピア と呼ばれ て 来たで はな い か， ロ マ ン チ ス トと言わ れて結構，何故な ら現代

の 文明が失な っ た尊 い 価値は過去に実現 されて い たで はな い か
， 反動家 との の しられて 結構 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔1）

何故な ら伝統をな くした ち人間の 社会 など成り立？ わ けがな い で はな い か。」 と。

　 こ の 私信の 中で ， わ けて も感銘深 い の は次爾言葉で ある 。 「愛 す る レ プケ君 ， 君に向 っ て は

他の 誰に もまして
， きつ い反動 ， 復古な る非難があびせ か けられて い る 。 しか し， それは明 らか

に君の生 い立ちの 故に ， 羨やま しい こ とに他の 誰 に もま して
， 君が土着 した崩れゆか な い 瓶 統

”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）

（Tradition） に根を下ろ して い るか らに他 ならない 。 」・・「君は田舎医者の 伜で ，
ハ ノ

ーバ ーの 田
　 　 　 　 　 　 　 　 c3）

舎で 人 とな っ た ネ。 」「君の 論文，君の 講演 に は，農 村生活の 暖みか ら生れ て 来 る こ まやかな人

間愛があふれて いる
……聴 く者の 心 に ， 村人へ め語 りか ilを覚え させ る 。甲「レ プ ケ君，君は

“

共

同体
”

（Dor塘emeinschaft ）の 暖い 雰囲気 とそ
， 人間本来の 生活条件，人間の条件 と感 じて い

　 　 　 　（5）

るルだ ネ。」

　 リ ュ ス ト
ーが レプケに向 っ て これ こそ君の もので あると言っ たもの は， 同時 にリi ス ト

ー
の

も の で もあ っ た 。 人 か ら ユ
ー

ト ピ ア ン の
，

ロ マ ン チ ス トの
， 反動家の と の の しられよ うと ， よ

きもの はよ きもの
，

正 しい もの は正 しい もの
， 美 しい もの は美 しい もの で あ る 。 これ を

一
緒 IC

守 っ て 行 こ うで はな い か／　と リ ュ ス トーは言 うの で ある

．
。 かっ て は

“

伝統
汐

とまで な っ て
，

人間の 生活の 中に根 を下ろ して い た もの
， その

“

ある もの
”

が危機に 瀕 して い る』そ の
“

あ る

もの
h

こ そ
“

共同体
”

に他な らな い 。 共同体の 崩壊す る所 ， 伝統 も同時に消滅する 。 こ の 意味　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　　，
で

， 伝統 と共 同体 とは同義語であ る。 日本民族 は， 戦後こ の点 を深刻 に体験 して い るの で はあ

るまい か ？

　旧約聖書詩篇 の 中で
“

見よ ，

「
兄弟が和合 して 共に お るの は ，

い か に麗 しく楽 しい こ とで あ ろ

う
”

と歌われた入間和合の 現実
一

共 同俸一 を人間共 同生 活の精華と思 わ ぬ 人は居 な い で あ

ろ う。 と ころが，現代文明の 現実の 中か ら
一

家族の 中か ら， 企業の 中か ち，国家 の 中か ら
一

この こ よな く美しい ものが失なわれつ つ あるので は あるまい か ？

’

　一
体い か な る人類 の歴史 に おけ る因果律が こ の よ うな現実を生 じさせ た の で あろ うか ？　 リ

ュ ス ト
ー

の 文化社会 学は ， 究極的に こ の ととを問題に して い る 。 リ ュ ス ト
ー

の大著 「現代の 定

、位」 （Ortsbestimmung　der　Gegenwart　1950 年）全三 巻は，伝統を失ない ，共同体 を失な っ た

現代 ヨ ーロ ッ パ 文明の・一学究が必死の 思 い で こ の 問題を追求 した結果に他 な らな い 。 我々 は何

処か ら来て 何処さ行 くの か
⊥ さまよえ る文明 の 功罪を深刻 に問わ ざるをえなか っ た二 十 世紀

ヨ ー
ロ ッ パ の 学究が現代の

“

定位
”

（Ort）を歴史に向か っ て 問 うて い る の で ある。

〔⇒　企業家と未来社会

　デ ュ ッ セ ル ドル フ 市の 商工会議所 125 周年の 記念式に招かれたリ ュ ス トー
は ， 「企業 の 将来」

（Die　Zukunft　des　Untbrnehmertums）と題する記念講演を行な っ た 。 この 講演の 中で ．リ ュ ス
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ト
ー

は二十世紀 IC入 っ て ドイ ツ は ， 半世紀の 聞に二 度 の敗戦 ，
二 度の イ ン フ レ ーシ ョ ン，三 度

め国家体制の 崩壊を経験 して 来 たと語り，こ の 間 ドイ ツ の 失な っ た最も貴重な もの は ， 生命と

財産 と並 ん で
“

伝統
” ・

で あると言 っ た。 レ プ ケへ の私信 に もあ っ た伝統 とは，踏み固め られた

道の ようなもの である 。 祖父も歩き，．父も歩き ， だか ら我 もまた歩 く道で ある。 伝統は ，
マ イ

ナ ス に作用すれ ば社会の 発展を阻止するが ，
これがな くな ると社会は混乱 して しまう。 何故な

ら， 人は行動の 規範
一 踏み固め られた道 一

を失な うか らで ある。
こ の ため人は ， 何をすべ

きか 何をすべ きで な い か の 道徳的感覚を失な っ て しまう。 こ の よ うな社会に
， 自由と い う名の

美名の 下に 放縦が はび こ る の も当然な こ とで ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　 （6 ）

　 ト・イ ン ビ ー
が 敗戦 の 後にはい かな る文明 に も

“

精神的空洞
”

が生ずると語 っ たが，こ の空洞

は ドイツ の戦後 に も，日本の 戦後に も生 じた こ とで ある 。 精神的空洞は ， 歴史の 断絶 ， 伝統の

崩壊を意味 して い る 。 今まで 確かで あ っ た一切の こ とが疑わ しくな り， 価値観が 崩壊 し，足 も

とが くずれ去 り， 先祖伝来の すべ てめ も の が 見劣りする よ うに思われて 来 る 。 敗戦シ ョ ッ クよ

り ， 敗戦後 シ ョ ッ ク の方が こ の意味で恐ろ しい
。 日本の 戦後派世代が 今 こ の 恐 ろしい シ ョ ッ ク

を じわ じわ と体験 して い る 。 とこ ろで ， 伝統の くずれ去 っ た こ の社会で ， 人はどうすればよい

の で あ ろうか ？　 そ れ は ，伝統 ＝ 共同体 の再建 よ り他に な い の で はあ るま い か ？　 伝統 の な

い
， 自明の もめの ない 社会で は ，

−
人間が安住す る こ とは出来ない で あろ う。 従 っ て ， 伝統なき

時代 に生 れ合わせ た戦後派世代は，可愛い い 子孫の ために ， 安住で き る伝統と い う名の 箱舟を

っ くっ て や らねばな らない 。 しか し， 今は ドイ ツ に と っ て も日本 にと っ て も世界に と っ て も模

索 の 時代で ある 。 伝統の るっ ぼは混沌 と して将来の伝統 とな るべ き影 さえ 見え な い
。 こ の 現実

に リュ ス ト
ー

は ， 敢えて
一

燈 の 光を投 じよ うとするの で あ る。

　 まず リ ュ ス ト
ー

は言 う。武力が 支配す る時代 ， 富力が支配する時代は今 や過去 の もの とな り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛7）
つ つ あ る 。 武力がもの を言 っ 光 「封建的身分制国家」（feudal・er　SCandestaat）も， 富力が もの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s）
を言 っ た 「金権的階級制国家」（plupokratischer

．Klassenstaa＃） も過去の もの となりつ つ ある。

か く言えば人は， 函際社会の 現実 はどうか まだ武力がもの を言 づ て い るで はない か ， 国家社会

はどうか まだ富力が もの を言 っ て い るで はないか と抗議 しよ う。 しか し，か つ て は国家社会を

支配 した武力が国際社会へ と移 っ た よ うに
，

いずれ の 日にか武力 も富力 もこ の 地上を離れ行か
’
な い と誰が 断言で きるだろ うか ？　 人類の 英知が充分成熟するな らば ……

。

　 それで は
， 将来，武力 ， 富力に代わ る何が社会を支配 し，い か な る社会が未来社会 とな るで

あろ うか ？　 い ずれ にせよ，社会は
“

階層秩序
”

（Hierarchie）を欠くこ とは出来な い 。 レ プ ケ

の 言うよ うに社会は教会の ド
ー

ム を理想型 とし，主 もな く首もな く長 もな い 社会な どあ りえな

い。 た だ し，将来，社会の 上層を占める エ リー トは，武力，富力 に よ る もの で な い 別の能力の

持ち主で あ らねばな らない 。 武力 や富力を もつ 者の よ うに他者の 上に権勢をふ る うエ リ
ー

トで

あらて はならな い 。
’全 く逆 に； 他者 の下に身を挺 し うる

’
＝ リートで な くては な らな い 。 それ で

は，
こ の よ うな エ リ

ートの もつ 能力は， 、い かな る種類の もの で あろうか ？　 これは， 仮に言え
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）
ば

“

労力
”

と名づ け られ る もの で あろ う 。 先憂後楽 の 精神が ，
こ の よ うな エ リ

』

トの 背骨 とな

ちね ばな らな い
。 リ．ユ

ス ト
ー

は
，

こ の よ うな労力の 主体を将来の 企業家に 期待す る。

J
’
1こ の ような将来の 企業家は，リュ ス ト

ー
に よれば ， 企業，

t
社会 ， 国家に お い て 三 つ の課題 を

負うととが 期待 されて い る 。 まず，企業に お い て ，今 まで の 経営者の よ うに労働者に父性的愛

儻者めよ うに ， また奴隷主的嗜虐者の よ うた臨むの で はな く，民主的企業連帯を形づ くるよ う
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な経営者で ある こ と。 次に ， 社会 に おい て
，

い ずれは企業家 の消費生活の パ タ
ーン に追随す る

で あろ う労働者に 健全な消費生活 の 模範を示す指導者で あ る こ と 。 生活 の 「最適水準」 は 「最

、低水準」 の わずか上 にある こ とを生活 の 実践に よ っ て 身を も っ て 示 すこ と。最後に ，国家に お

い て ， 企業を超え た国家の 利益 には，常に 譲歩 しうる経営者で あ る こ と。 国家の 活動を企業の

利益に 利用する こ とを しな いこ と 。 リ 」 ス ト
ー

は以上三 つ の 課題は
一

つ に帰す ると い う。 企業

家が ， 労力の 主体とな り企業， 社会 ， 国家に献身的 に奉仕す るもの とな るな らば， 以上三 つ の

課題は自か ら果 され るこ とに な るか らで あ る 。

甲

、

　日 　宗教社会学か 文化社会学か ？

　経済学 と い う学問は十八 世紀の 末に起 っ た新興の学問 にすぎな い が，イギ リス と ドイ ッ で は

こ れが生み出された時代の 背景を反映 して 著 る しい対照を見せ て い る 。 イギ リス の躍動する経

済発展 を背景 に 「国富論」を書い た ス ミス ，イギ リス の 風圧の 下で 辛苦す る ドイ ツ を背景 に

「国民的体系」 を書い た リス トの 間で は，経済を見る全 く異な る
“

視点
”

が生 じた と して も不息

議で は な い 。 こ の 視点 の 相違は ， 両国の 経済学に著 る しい 性格の相違を も刻印す る こ と に な っ

た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　
〜

　 ス ミス
ー マ ーシ ャ ル ー

ケイ ン ズに至 るイギ リス の経済学は ， 「政治 経済 学 」 （political

egonomy ）
’
の 名が示す よ うに経済の 現実を上 か ら．政治の 次元か ら見る視点を もっ て い る 。 こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o）

れに対 して
， リス ト

ー
マ ル ク ス ー ウ ェ

ーバ ーに 至 る ドイ ツ の 経済学は
， 「経済社会学」

（Economic　Sociology） の 名が示すよう｝と経済 の 現実を下か ら ， 社会 の 次元 か ら見 る視点を も

っ て い る 。

　 リス ト ー
マ ル ク ス ー ウ ェ

ーバ ーに至 る 「経済社会学」 は，マ ル ク ス を中興の 祖 と して 確．

立 された 。
マ ル ク ス の 「階級理論」 の もつ soziologisch な視点は ，

マ ル ク ス の 唯物 論が批判 さ

れ て か らも ， 「経 済社会学」 の 中IC不動の 地 位を 占め て い る 。 そ して
，

マ ル ク ス の こ の sozio −

logischな視点は ，
ドイ ツ の 後期歴 史学派に 継承 される過程に おい て二 つ の 流れ を形成 した 。ウ

ェ
ーバ ーとゾ ン バ ル トの 流れであ る。 ウ ェ

ーバ ー
は ，

マ ル クス の視点を継承 しなが らもマ ル ク

ス の 唯物論を批判 して
’

宗教
”

の 視点を加え 「宗教社会学」 （ReligionssoZiologie）を形 成 し

た 。 ゾ ン バ ル トは同 じ く
“

文化
”

の 視点を加えて 「文化社会学」
・（KUItursoziologie）を形成し

た 。 ウ ェ
ーバ ーとゾ ンバ ル トの 両社会学の 相違 は ， 近代 （あるい は ， 資本主義） の成立を ， 前

者は宗教改革 に ， 後者はル ネッ サ ン ス に求め る と こ ろ に鮮やか に表わ されて い る 。

　 とこ ろで ， 文化社会学 は宗教社会 学 と鋭 く対立す る。 何故な ら，宗教社 会 学 で は
嵐

宗教
”

（ヘ ブライ的世界観の 神中心主義）とい う視点を重視するため絶対的・倫理的 ・非人間的な性格

をもつ の に 対 して
， 文化社会学は

“

文化
”

（ギ リ シ ヤ的 世界 観の 人間中心 主 義） と い う視点を

重視す るため相対的 ・心理的 ・人聞的な性格をもつ 。 宗教 とい う視点が絶対的 ・ 排他的で ある

の に対 して，文化 とい う視点は相対 的 ・寛容的で あ る 。 こ れ は ，「信仰」 （fides） と 「理 性 」

（ratio ）の相違で もある 。

　リュ ス トーは，マ ル ク ス の spziologisch な視点を継承し， 更 に ゾ ン バ ル トの辛化的な視点を

も継承する 。 ミ ュ ラ ーア ル マ ッ クが ，マ ル ク ス とウ ェ
ーバ ーを継承し， 宗教社会学を確立 した

の と同 じで ある 。 従 っ て ， リ ュ ス トーと ミ ュ ラ ーア ル マ ッ クと の 間に も，宗教 と文化 の概念 に

っ きま とう対立が その ままに 承け継がれて い る 。 宗教の 視点はど うして もウ ェ
ーバ ー

に見 られ
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るよ うに重点的 ・抽出的
・
精神史的 （geistesgesChichtlich）で ある 。 こ れに対 して

， 文化的視

点は ゾ ン バ ル トに見 られ るよ うに包括的 ・綜合的 ・普遍史的 （universalges ¢hichtlich）で ある。

前者は深い が一面的にな り易すい
， 後者は多面的だが浅 くな り易すい 。 従 っ て

， リュ ス トー
と

ミ ュ ラ ーア ル マ ッ ク の両社会学が
， 相互 に足 りな い と こ ろを補い 合え ば， 政治 ・ 経済 ・ 社会の

全体的現実によ り正確なア プ ロ
ー

チが可能で あ る こ とは容易に期待で きる こ とで あ る 。

二
、 高 文 化 と 重 層 構 造

　←）　 ピ ラ ミ ッ ドの 法則

　地球の歴史 1億年 ， 人類 の歴史 100万年 ， そ して 高文化の歴史は 1万年で ある 。 悠久な宇宙の

歴史の 中で ， 人類の 歴史など一場 の 夢の よ うな もの か もしれない 。 しか し，
こ の夢 の よ うな終

末的
一

瞬 の 歴史を人 類は い かに 多 くの 不幸で 彩 っ て来て い る こ とか 。 こ の 終末的一瞬を せ め で

も幸福 に生 きた い とい う願望 は まだ人類の 心 の 中に芽生え て は い な い 。こ の よ うな願望が人 間

の 心 IC宿る の は，
ガ ン （b宣吉銀 け追い つ め られた個人の 心にわずかに 瞬時 の輝 きと して 宿 る

ことがあるにすぎない 。 こめような願望 は ， まだまだ局地的な現象で あ ると言えよ う。

　と ころで ， 100万年の 人類の歴史をとりまく自然環境はまこ とに冷酷な もので あ っ た。 寒冷な

四 つ め氷河期 ， そ して 温暖 な三 つ の 間氷期が夏が冬 に つ ぐよ うに くり返 え された 。 寒冷な時 に

は穴居 し， 温暖な時に は活動す る人類 の 営みが え ん え ん とくり返え された こ とで あ る 。 しか し，

今や地球は四 つ の氷河期 と三 つ の 間氷期 一 洪積世一 をすぎて
， 新 らしい 地質時代 一 沖積

世一 に 入 っ て い る と言 う 。 しか し
，

こ れ は単なる第 4間氷期で あるにすぎず， 第 5 氷河期が

迫 ま う て い るの か もしれな い
。 とすれば ・原子兵器が 現代の文明を破砕して しま う前 に・新ら

たな氷河が人類の文 明をの みこ ん で しまうか もしれな い
。 い ずれにせ よ，寒暖を くり返 えす 自

然環境の 中で ， 人類の種は鍛 え られて来たもの とすれば ， 人類の 自然的生存能力は極め て 強靱な

もの と言うこ とが 出来 るで あ ろ う。 太古 の 自然環境の 中で絶滅 して しまっ た種 に比較 して ……
。

　人類が大河の ほ とりに 世界最古 の
’

文明
”

（Zivilisation）を築 き上げる数千年前 ， 紀元前 1

万年 頃に人類の
zz

高文化
”

（Hochkultur ）は 成 立 した 。 人類が ア ル タ ミ ラの 洞窟 に狩猟の 絵を

残 し
“

文化
”

の 痕跡をとどめ るよ うに な っ たの は旧石器時代の 後期， 紀元前 1 万年頃の こ とで

あ るb 文化の 痕跡が残 されて い る こ とは
， 入類 が よ うや くそ の 日 ぐらしの生活か ら解放されて，

物質的生活か ら精神的生活 へ 発展 しは じめたこ とを示唆す るもの で ある 。 こ の 発展が ， どの よ

うに して起 っ て 来 たかを問題 iCす
1
る こ とは， 同時に高文化成立の条件を明 らか にす る こ とで あ

る。 とこ ろ で，高来化成立の条件を社会学的に 明 らか にす る こ とは ， それほ ど困難 な こ とで は

な い 。 何故な ら， 高文化は精神的労働と肉体的労働と の分業の 上に成 り立ちえ た で あろうか ら，

こ の 分業の成立過程を社会学的に 説明すれば
， 同時に 高文化成立の 説明に もな るか らで ある 。

　さて
，

人類の 最古の生活形態 一 採集生活 一
におい て ， 精神的労働と肉体的労働の分業は

起 りえたで あろ うか ？　 答えは否定蠏 こ な らざるをえな い 。 何故な ら‘ 採集生活 に お い て はtt

’
部族の 全員が野山をか けめぐり， 集めた食料で その 日 ぐらしを立て て い たの で あ る 。 余分な食

料が え られて も， 同族の 病人 ， 老人 ， 幼児 を養 うに 足 るばか りで あ っ た ろう。 部族の全員が，

・男女を問わず肉体的労働に従事す る のであ っ て ， 食料の心配をせず精神的労働 に従事する有閑
1
陛級など養 う余裕はなか っ たで あろ う 。 更に こ う い うこ ともあ る 。 同族の 人数が 30人 ， 300人 ，
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3000人 ぐらい で は ， 精神的労働と肉体的労働の分業は起 りえ な い
。 何故な ら ， 採集生活の よ う

な場合に は ，

一人の精神的労働者を養 うためには ， どれほ ど広 い野山をかけ め ぐらなければ な

らな い か わ か らな い 。 特 lc産物の 豊 かな 地域で あれば別 で あ る。しか し ， 四 季折々 に 自然は人

間に 常に 豊富な産物を恵ん で くれた とは思われ ない 。 して み れば，こ の よ うな生活 の状態で は，

同族の間に人数の 吩 割
”

が 起っ た と して も
“

分業
”

など起 りえた とは思え な い 。 従 っ て ，
一

定の 肉体的労働の 階級が一
定の 精神的労働の 階級を支えるとい う社会構造は同族の 中か ら内生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）

的に 生 じて 来た もの とは思えない 。 こ の よ うな社会構造
一

リュ ス トーの 言 う 「重層構造」

（廿berlagerlung）一
は外生的に起っ たと しか思 え な い。 か くして ， 社会の 重層構造 は ， 支配

する部族 によ る支配 され る部族の 合体によ っ て生 じた もの と思われ る 。 おそ らく， 優劣を競 う

流血 ， 斗争 ， 征服 とい うすさま じい 戦い の 中で 重層構造 は形成 された こ とで あろ う。 重層構造

が成立 して しま うと，肉体的労働 と精神的労働の 分業は容易で ある 。 更に ， 精神的労働者の 人

数は肉体的労働者の 人数の 多寡に よ っ て 決 っ て 来るか ら ，

“

社会
”

と い う底 辺 の 広 さが ，

、

文

化
’

とい う頂点の 高さを決め ると い う一般的な関係が 成立する こ とにな る 。 リ ュ ス トーは ， こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12）
の 関係を 「ピ ラ ミ ッ ドの 法則」 （Gesetz　der　Kulturpyramide）と名づ けた の で ある 。

　に〕 牧畜民族 と農耕民族

　人類最古の 文明が 四大河川 の 流域に形成された紀元前 4
，
000 年をさか の ぼ る こ と6

，
000年 ， 紀

元前 1万年に人類の 高文化は形成 された。

“

文明
”

の 揺 籃地 が河川の 流域で あ っ たとすれば，

“

高文化
”

の 揺籃 地 は ， 世界の 屋根とよばれ る ヒ マ ラヤ山脈を分水嶺として その 南側と北側 と

に広が っ て い る。 南側に ヒ ン ドス タ ン 平野 ， 北側 に キル ギ ス ス テ ッ プがある。

　地球 が温暖になる と大陸をおお っ て い た氷河は解けて大海へ と注ぎは じめた 。 陸地で あ っ た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

地域が海水の 下へ と沈 みは じめ た 。 大陸の 氷解 した水は ， 北の シ ベ リヤ平野で は ボ ル ガ川 ， ド

ニ エ プ ル 川を通 っ て 黒海に注ぎ込 み ，西の ア ル プ ス 山脈で は ドナ ウ川を通 っ て 黒 海へ ，東の 天

山山脈，パ ミール 高原で はア ラル 海 ，
カス ピ海を通 っ て 同 じく黒海 へ と流れ込んだ 。 こ うして

黒海に集め られた大河の 水は ， 当時 はは るかに水位が低 くか っ たであろう地中海へ 滝とな っ て

流れ落ちて い た 。 今 日の ボ ス ポ ラ ス ＝ ダーダネル ス 海峡は，まさに ボ ス ポ ラ ス ＝ ダ
ー

ダネ

ル ス 瀑布であ っ たこ とだろ う。 氷河が解 けて 氷河地帯がシ ベ リヤ平野の 北方 へ と後退 した時 ，

現在の キル ギ ス ス テ ッ プに当る地帯に ， 巾500   の 東西に走る平原が 表わ れ た 。 こ の 「シ ベ リ

ヤ の ポ ケ ッ ト」 とよばれ る平原地帯は ， 北で は シ ベ リヤ の 氷河地帯に ， 南で は ア ラル 海 ， カ ス

ピ海， 黒海 に ，東で はア ル タイ山脈 ，

・
天山山脈，パ ミール 高原 ，

ヒ マ ラヤ山脈 に囲 まれて い た。

ただ西で は ，
ウ ラル 山脈 と ボ ル ガ川 と い う比較的越 え 易す い 境 界線が あ るだ けだ っ た 。 こ の

「シ ベ リヤの ポ ケ ッ ト」とよばれる中央ア ジヤ の 平原が ， 地表の 乾燥がはげ しくなか っ た紀元前

1 万年の 自然環境にお い て ， 人類の みな らず全て の 生物に とっ て恵 まれ た生棲地で あ っ た の で

あ る。 こ の地域が ，
い わゆる 「人類の子宮」 （vagina 　gehtium）で あっ た 。

　 こ の 揺籃地 にお い て，人類 は採集生活か ら狩猟生活 ， 更に牧畜生活へ と生活の形態を発展 さ

せ て 行 く。 野獣の追跡 ， 待伏せ ， 思わざる遭遇 一
そ して

， 格斗 ， 捕 獲 とい う狩猟生活の 中か

ら，人類は徐 々 に野獣の 習性を知 るよ うに な る 。 野獣 の追跡 とい う緊張 に満ち た生 活の 中か

ら， 人類は野獣を観察 し，
そ の習性を理解す る よ うに な る 。 か く して人類は ， 野獣の行動の 軌

跡を理解すると共に
， 野獣の 群れと行動をともにずるようになる。野獣の 群れと， 追う牧畜民

64

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

ア レ キサ ン ダー・
リュ ス トーの 現代の 定位論 7

族 の 群れが数の 上で対応す るよ うに なる。 母獣を保護 し， 外敵を防止す るこ とも覚 えるよ うに

な る 。 牧畜生活の 中か ら熊祭 りの よ うな節猟，そ して ト
ー

テ ミズ ム （動物崇拝） とい う牧畜民

族 に固有の 風習が生 じて 来 る 。 牧畜民族の 居住地 は変化す るため に変 らぬ もの は上 に仰 ぐ天の

み で あ る6 こ こ か ら，牧畜民族 に固有の 天父信仰が生 じて来た 。

　 ヒ マ ラ ヤ山系の 北側 に ， 採集生活 一 狩猟生活 一 牧畜生活の生活形態が発達 したとするな

らば ， その南側 ，
ガ ン ジス 川流域の ヒ ン ドス タ ン平野で は ， 採集生活

一
裁培生活

一
農耕生

活の生 活形態が 発達 した 。 山野 に点在す る食用植物を一
ケ所に集め て 栽培す る こ とは ， 出産 の

前後安静を要す る女性が は じめ た こ とで あ っ たか もしれな い
’
。 裁培 の は じまりは 移植に よ っ た

もの で あ ろ う。男女と も野山をか けめぐ り食料の 採集 に あ けくれ た生活か ら
， 男性は採集 に

，

女性は居住地で 裁培に 分かれて 働 く時が来 た。
ヒ マ ラヤ山系の 北で 牧畜民族が男性的で はある

が 野蛮な生活を送 っ て い る時に，南で は農耕民族が女性的で はあ るが文化的な生活を育て て い

た。 自然の 影響を直接 こ うむ る農耕民族の 間 に おい て
， 自然の寵愛をひ き出さん とす る シ ャ

ー

マ ニ ズ ム （自然崇拝）が起 っ て来た 。 牧畜民族の合理主義
一 野獣を追 う鋭い観察が これを生

む
一

農耕民族 の神秘主義
一

殻物の 死を通 して増加する生命の 神秘が これを生む 一 ，牧畜

民族の 父権社会 ， 農耕民族の母権社会 ， 牧畜民族の 天父一神信仰 ， 農耕民族の 汎神多神信仰 ，

こ の よ うな原始的生活形態は ， 入類 の 揺籃 の 地で 形成されたもの で ある 。

　国 ・高文化の 成立過 程

　高文化は最終的に牧畜民族が ， 農耕民族 を支配する こ とに よ っ て成立 した 。 フ ラ ン ス の社会

学者ア ドル フ ・ コ ス ト （1S42年一
11901 年）は ， 「 億人の 人間が千人ずつ 十万の グル ープに分

かれ て い た の で は文明は起 らな い
，

一
億人 の 人間が

一
つ の 国家 一 一

つ の 法律 ，

一
つ の 信仰，

一
っ の希望 一

に統
一

され る時豊 かな文明が築かれる と語 っ たが ，

一
億の 人間が一

つ の 国家に

統一 され る の は ， 内生的で な く外牛的に しか輯りえな い 。
コ ろ トの 言 うような法律 と信仰と希

望 を一
つ にする国家が起 るまで には ， 多 くの 血が流 されたの で ある 。 リュ ス ト

ー
は ， 高文化を

成立 させ た重層構造を
“

原罪
”

（Erbslinde） とまで言 っ て い る 。 とこ ろで ， 高文化は い か な る

過程を経て形成されて来 た の で あろうか ？

　θ　狩猟民族に よる裁培民族の 支配

　中央ア ジヤは ，
ヒ マ ラ ヤ ＝ パ ミール ＝ イ ラ ン ＝ ア ル メ ニ ヤ、＝ ア ナ ト リヤ と東西にの

び る山岳地帯に よ っ て 南北 に分け られるが ，
こ の 山岳地帯 も氷河期の終 りとともに

，
ア フ ガ ニ

ス タ ン ，チ ベ
ッ ト， トル キ ス タ ン に南北の 通路が開 けて 来た。この 通 路を通 っ て狩猟民族 と裁

培民族 の接触 が行なわれた 。 こ の接触 は， 裁培民族 に と っ て災 い 以外の 何 もの で もなか っ た 。

何故な ら， 狩猟民族の 侵入 によ っ て裁培民族の男性は殺 され ， 女性は奴隷に され たか らで ある。

裁培民族の 女性 にと っ て今 まで は悦楽で あ っ た労働は苦役以外の何 もの で もな くな っ た 。

　O 牛
一

牧畜民族に よ る裁培民族の支配

　北で は狩猟民族が牧畜民族 へ と発展 し， 南で は狩猟民族が裁培民族 に同化 され るよ うに な っ

た時 ， 牛一牧畜民族が裁培民族を支配 した 。
こ の 度の両民族の 接触 も益ある もの とは思えなか

っ た 。 ただ
， 牛一牧畜民族 と の接触を通 して

， 裁培民族 は牛を用い た農業を知 るよ うにな っ た 。

殻物 の裁培が行 なわれ ， 牛耕によ る農業が発達す る と， 裁培民族は農耕民族へ と発展 した 。

　  　牛一牧 畜民族による牛
一

農耕民族の支配
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　牛を牧する牧畜民族 と， 牛を用 い る農耕民族の 出会 い は，人類の 民族的出会 い の 中で 最 も幸

福な もの で あっ た 。 牛を共通項 とした両民族 の 重層構造が こ の 時 に成立 した 。 牛 をい わ ば媒介

として 両民族の 間には共通理解の道 が開かれて い た 。 牛
一

牧畜民族に よ る牛 一 農耕民族の

支配 とい う社会構造 は， 中央 ア ジ ヤ の 発祥 の地 よ り世界の 各地に伝播す る 。 世界 の大河文明は

こ の 時 に成立 した 。 こ の 紀元 前4，000年 は ， 人類の 最 も幸福な高文化 と， そ して文明 の時代で

あ っ た 。 古代ギ リシ ヤ文明 ， ク レ タ の ミ ノ ス 文明 ，
エ ジ プ 5 の 古ヨ潮 文明 ，

シ ュ メール ・ア ッ

カ ド文明 ， イ ン ドの ハ ラ ッ
パ 文明 ， 中国の 黄河文明 ，

こ れ ら全て が ζの 時代に起 され た 。
こ の

時代の 文 明に は ， 平和 と喜びの痕跡が残され て い る 。 そ れ は
， 支配す る上層民族の

’

い たわり
”

と， 服従す る下層民族の
“

温順
”

が き しみ がちな重層構造 に調和を生み 出 して い たか らに違 い

ない 。

　  　馬一牧畜民族に よ る牛
一

農耕民族 の 支配

　人類にとっ て幸福で あ っ た文明の時代 も， やがて終 る時が来た 。 牧畜民族に と っ て飼育困難

で あ っ た馬が ， 飼育 出来 るよ うに な っ たか らで ある。 馬 の飼育
一

戦車
一

騎馬 と牧畜民族の

戦力は拡大す る。 馬 を駆 っ て 走る時 ， 人 に は越 え え ぬ 限界 はな い よう に思 われ る 。 馬上にあ っ

て 人の 背丈は 2m を越す 。 馬上に あ っ て人 は天下を睥睨する。 天下平定 の 抱負は ， やがて天下

支配 の 野望に変 っ て行 く。 馬の 飼育 は トル コ 民族 に は じま り，
セ ム 民族 ， イ ン ド ・ ゲル マ ン 民

族へ と伝わ っ て行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−t

　農耕生活に平和な日々 を過 して い た民族が
， ある日突然， 馬上の 人間 と出会 っ た時の 驚き と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

恐れ とは想像に 難くない
。
’かつ て 黒船 に 出会 っ た時の 日本民族 も似た よ うな驚愕を体験 した に

違 い な い 。 遂 に
， 戦車を駆 っ た民族の 大移動が

， 紀元前 2
，
000 年頃に行なわ れ た 。 　イ タ リヤ人

をイ タ リヤへ
， イ オ ニ ヤ人，ア カ ヤ人 ，

エ オ リヤ人をギ リシ ヤ へ
，

ヒ ッ タイ ト入を トル コ へ
，

ア ーリヤ人をイ ラ ン へ
， カ ッ シ

ー
ト人をバ ビ ロ ニ ヤへ

，
ヒ ク ソ ス 人を エ ジ プ トへ

， ア
ー

リヤ人

を イ ン ドへ とこの 民族移動の 波は送りこんだ 。 旧約聖書に ， ア ブラ ハ ム が家族 とともにハ ラ ン

の 地を 出発 して ， 約束の 地 カナ ン に向っ て旅立 っ た と記 され て い るの は ，
こ の 大 きな民族移動

の 流れ の 中で 起 っ た極め て 見栄え なき決断と行動で あ っ たの で あろ う。エ ジプ トで は文明が滅

び
， 蛮族 ヒ クソ ス 人が エ ジナ トを支配 したの もこ の 時で あっ た。

　 馬 一 牧畜民族の大移動 は ， 紀元前 1
，
200年頃．騎馬民族の 移動 とな っ て 再び あ らわれ る。 こ

の 大移動に よ っ て，ド
ー

リヤ人はギ リシ ヤへ
， カル デャ人は メ ソ ポ タ ミヤへ

，
ペ ル シ ャ 人はイ

ラ ン へ
，

ア
ー

リヤ人はイ ン ドへ
，

ブ リギ ヤ 人は トル コ へ ，イ ス ラ エ ル 人はパ レ ス チ ナ へ
，

ペ リ

シテ 人はパ レ ス チナ海岸へ
，

ヒ ッ タ イ ト人は 工 球プ トへ と送 りこまれたので ある 。 旧約聖書に有名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

なモ ーセ に率い られたヘ ブラ イ 人の 出 エ ジ プ トは， こ の よ うな世界史的背景 の 下で 敢行 された

の で ある 。
エ ジプ トが ， 騎馬民族 ヒ ッ タ イ ト人 の侵入に悩み に 悩まされ て い た隙を っ い て ，

へ

．

ブラ イ民族 の 徒歩によ るほほえ ま しき民族移動が果されたの で あろう。

　 世界の 高文化は，以上の民族移動に よ っ て そ の重層構造を決定 したが ， 民族移動の 波は紀元

375 年の モ ン ゴ ル ー トル コ
ー

ゲ ル マ ン 民族の大移動の 時に ， 最後に十五 世紀地理上の 発見

と ともに起 っ た 旧大陸か ら新大陸へ の 民族の大移動 の 時に再三 あらわ れて
， それ ぞれ時代 の 転

換 に重大な影響 を及ぼ した の で あ る。
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三、高 文 化 の 時 代 区分

　 ←） 重層構造の 二 つ の 原 型

　 世界 の 四大文明が大河の ほと りで 栄えた時，同系統の 文明が地中海の周辺 に も栄えて い た 。

エ ーゲ海文明 と総称され る
一

ク レ タ の ミ ノ ス 文明 ， ギ リシ ャ 本 土の 文明 ， 多島海文明 亠
の

中か ら， 重層構造の 二 つ の 原型が生 み出される こ とにな る。

　 世界の 文明が
， 調和の あ る重層構造の 上に 上膚民族 と下層民族 に よ る平和 な人 間共同生活を

育て て い た時 に ， 北か ら襲 っ て 来 た馬一
牧畜民族の 大移動は こ の 文明を馬蹄の 下に蹴散 らして

しま っ た。 馬一牧畜民族の移動は ， 紀元前 2
，000年 と1

，
200 年に波状的に起 こ されたが，これ に

よ っ て重層構造は調和ある
“

自由
”

の 関係か ら．調和なき
“

支配
”

の 関係へ と再び移 しか え ら

れる こ とにな っ た 。 但 し，
こ の 重層構造の 変質過程 におい て

， 文明の東 と西 には じめて本質的

な相違が あ らわれ る こ と に なっ た の で ある 。 それまで は東西両文明に同質であっ た重層構造が ，・

馬一牧畜民族の 侵入を境に して 著 るしい 変化を見せ る こ とにな る 。 オ リエ ン ト （東） とオク シ

デ ン ト （西）の 分かれ目は，こ の 時代 に生まれた もの と思われ る 。 それで は，重層構造の 質的

相違 とは ど の ような もの で あ っ た の で あろ うか ？

　 馬一牧畜民族の 二 度にわた る 民族移動は ，オ リエ ン トに 関 して は単に支配階級の 交替を意味

した に すぎなか っ た。紀元 前2，000 年の 戦車一牧畜民族の後に ，騎馬一牧畜民族が 紀元前 1
，
200

年に 移動 した時に は，先 住戦車一民族が支配階級 め座を追われ政権が交替 しただけだ っ た 。 重

層構造そ の もの に は何の変化 も生 じなか っ た 。 しか し，
オ ク シ デ ン ト に おい て は ， 先住牧畜民

族 と後続牧畜民族の 間には この よ うな支配階級の交替， 政権の交替は行なわれ なか っ た 。 紀元

前 1
，
200年 ，

ギ リシ ャ 本土に 後続騎馬
一牧畜民族で ある ドー

リ ヤ人が 南下 して来た時， 先住戦

車一牧畜民族で ある イオ ニ ヤ人は ，
二 っ の うちい ずれか の 道を選んで これに抵抗 した。

一
っ は ，

’
ギ リシ ャ 本土 に踏み とど ま っ て ，戦士の 卑や しめ る商業に転身す る こ とで あり ， 他 の

一
っ は ，

対岸 小ア ジヤの 西岸 に移住 し商業に従事する こ とで あ っ た 。 おそ らくは
tt

ド
ー

リヤ人 との無役

な戦い を回避 し生業を他に転ずることに よ っ て活路を見 い 出そうとしたイ オニ ヤ人の 決断が ，

後 に小ア ジ ヤ西岸に ミ レ ト ス を中心 とす る商業都市を建設 し，
ギ リシ ャ 本土で は ア テネを 中心

とする都市国家を建設する遠因とな っ た の で あ ろ う。 臓 力
”

を支配 の 原理 とす る ドーリヤ人

に ， やがて
“

富力
”

を原理 とするイ オニ ヤ人が対抗す る過程を経て
，

ギ リ シ ャ の都市国家に貴

族 （ドー
リヤ人） と市民 （イオ ニ ヤ入） の間 に調和ある

“

自由
”

の 関係が再生され る こ とに な

る。オ リエ ン トで は最古の 文明以来，失なわれて 再び回復されなか っ た重層構造 の 調和 ある ，

自由の 関係がオ ク シ デ ン トで 回復 されたこ とになる 。 オ ク シ デ ン トの オ リエ ン トへ の 誇 りの 拠

り所が こ こにある。．か くして
， オクシ デン トには支配階級に ， 武力を主 にする支配階級（Aris−

tokratie） と富力を主 にす る支配階級 （Plutokratie） の 二 つ の 原型を生ず るこ と にな る。オ リ

エ ン トの支配の形態が一
元的で あるの に対し，オ ク シ デ ン トの 支配ゐ形態は二元的 とな るの で

あ る。 「

に） 貴族支配 か ら金権支配 へ

1
オ リエ ン トの 諸国語で ，

ギ リ シ ャ 人 を指す言葉 はす べ て イオ ニ ヤ人で あ っ て
，

ド
ー

リヤ人で

は ない
。

ペ ル シ ャ 語Yauria，イ ン ド語 Yonaka，ア ッ シ リヤ語 Javanu
，

トル コ 語 Yhnanisten，
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創世記に ヤ ベ テ の 子孫 ヤ ワ ン とある の もすべ て イオ ニ ヤ人の こ とで あ る 。 こ れほど ， オ リエ ン

トの 諸民族に と っ て イオニ ヤ人はギ リシ ャ 人を代表す る もの で あっ た 。

　と こ ろ で
，

イ オ ニ ヤ人が 小ア ジ ヤ に建設 した商業都市は ， 元来牧畜民族で あ っ た イ オ ニ ヤ人

の 性格を反映 して ，貴族的支配構造を もつ 商業貴族の 都市で あ っ たが
， 当時は近代 に起 っ た大

規模経営はな く小規模経営で あ っ た ため
，

経営者 と労働者の 間 に は調和ある 自由の 関係が成 り

立 ち易か っ た 。 小規模経営の ため
，

』
労働者が機 械の 部品の よ うに扱われた り， 役畜の ように扱

われ る こ とな く， 労働者の 自主性 が重ん ぜ られ て い た 。 こ こか らイオ ニ ヤ 商業都市に お ける調

和 ある自由の 関係が生み出されて 来たの で ある。 こ の 重層構造 は， ギ リ シ ャ 本土 の都市国家に

お い て ， 後続騎馬
一

民族で あっ た ド
ー

リヤ人 （貴族） と， 先住戦車一民族で あ っ たイオニ ヤ人

（市民） と の 間に
， 同 じよ うな調和 あ る自由の 関係を形成させ る重要な契機と な っ た 。 両牧畜

民族の 問で は，
か つ て牛が そ うで あ っ たよ うに 馬が 調和の 媒介とな る こ とも加わ っ て い たか も

しれない 。 い ずれに せよ ，
ギ リシ ャ 都市国家におい て 形成 された貴族 と市民 の 平和な人問共同

生活が ， 民主政治の範例と して しば しば言及 され る もの なの で ある b 言 うまで もな く， 調和 あ

る自由の 関係 と言 っ て もこれはあくまで も同 じ支配階級で ある ド ー
リヤ入とイオニ ヤ人の 間で

の こ とで あ っ て ， 両民族の足の下に は依然と して下層階級として の 農耕民族が支配を受け続け

て い た の で ある 。 従 っ て ，重層構造の 基 本形態は変 らず ， ただ ， 上層階級が ドー
リヤ人の 上位

戦士階層 とイ オニ ヤ人の下位商人階層に分がれ ， 両者の 間に平和な人間共同生活が実現され た

と言うにすぎな い 。 ただし ， 武力も富力 も国王 と祭司の 上層階級に集中し ， 専制政治以外に い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

か な る政治形態 も生 み出さなか っ た オ リエ ン ト諸国 IC比較する と， 曲 りな りに も民主政治 の 萌

芽がギ リ シ ャ に生 まれた と言え るの で ある 。

　古代ギ リシ ャ に発達 した二 つ の 重層構造 の 原型 一 武力を主 にする Aristokratie，富力を主

にす る Plutokratie一 が やがて ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 歴 史を二 分す る時代が や っ
・て 来た 。 こ の 時代を

境 い に して人類 の 歴史は ， 武力を主 に した
“

貴 族支配
”

（Aristokratie）の長 い時代 と ，

胤

金 権支

配
”

（Plutokratie） の短 い 時代に 分け られ る。こ の 時代区分に よ るな らば ， 古代 ・中世は貴族

支配，近代 は金権支配 の時代 とな る。 時代の バ ラ ン ス は失なわれ るが，重層構造 とい う視点を

置い て 歴史の時代区分を行 なうとこ の よ うに な らざるをえない 。

　国 　重層構造 と民 主政治

　重層構造が ， 武力 ＝ 貴族支配か ら富力 ＝ 金権支配 に変ろ うとも， 支配を受ける下層階級

の 状態はそれだけで は変ろ うはずがな い
。 武力 ＝ 貴族支配の 下 におかれた古代 ロ ーマ の 大規

模農場 （ラ テ ィ フ ン デ ィ ウ ム ）で の 農耕者の 状態 も， 富力 ＝ 金権支配の 下 に おかれ た近代の

大規模工 場で の 労働者の 状態 も， 支配階級の 圧倒的な権力 の 支配を受けたとい う本質に おい て

は大差なか っ たもの と思われる 。 上層階級 に下層階級 へ の
“

思い やり
”

が あり，下層階級が上

層階級に
丶

温順
”

で あれば ， 両階級の 間に
“

調和ある ， 自由
”

の 関係が生 じ易 く， 理想的には

こ こ から平和な人間共同生活が生み出され る 。 こ の ような重層構造からは，

’

き しみ
”

の 音 が

聞かれ な い 。 こ のよ うな両階級の 相互理 解の 上に の み ， 民主政治は成 り立ちえ た の である し，

これか らもそ うであろ う。 従 っ て ， オ リエ ン トには専制政治 しか成り立ちえ なか っ た とい うこ

とは，
オ リエ ン ト に こ の よ うな両階級の 相互理解はなか っ た と い うこ とで あ り， 平和な人間共

同生活が なか っ たとい うこ とで あ り，

気
調和ある ， 自由

”

の 関係 もなか っ た とい うこ とで あり ，
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上層階級 に
“

思 い や り
”

も， 下層階級に
嵐

温順
”．

も
一

面従腹背は別 と しで 一
なか つ た と い

うこ とに なる 。

　それで は ， オ クシ デ ン トに の み発達しえ た民主政治は ，
ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 歴史に お い て どの よ う

な過程を経る こ とにな るの で あろ うか ？

　∈ジ ペ リク レ ス の 民主 政治

　下層階級の 鋒起に際して調停者に任ぜ られた ソ ロ ン は
，

重層構造 に固有の
“

調和なき
，支配

”

の 関係 を修正 しよ うと努力 した 。 ソ ロ ン に よ っ て 開かれた
“

調和なき ， 支配
”

の 関係 か ら ，

“

調和ある ， 自宙
”

の関係へ とい う民主政治の 道は， ク リス テ ネス か らペ リク レ ス へ と承け継が

れた 。 ア テ ネに民主政治の 全盛時代 を築 い た ペ リク レ ス に つ い て ，ツ キデ ィ デ ス は次の ように

評 して い る 。 「ペ リク レス には権威が あり， 風格が あ っ た 。 民衆を自由の うちに遊ばせ たが ， 民
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u3 ）

衆 に ひ きず られるこ とな く， これを よ く導 い た 。 」ア テ ネの民主 政治は，
こ の よ うな調和 ある 自

由の 関係の 中で繁栄 した 。 こ の 関係を基に して，親和 （δμ6μo ‘α ）と友情 （φ凝 の に 満た され ，

た平和な共同生活が築かれた 。

’
ポ リス の たあ に は生命 と財産を捧げて 悔い な い 滅私奉公の 精神

’

は ，
’
支配

”
か ら強制 され た もの で は な く ，

’

自由
”

か ら自生 した もの で あ っ た。

．◎　ア ウ グス ツ ス の 民主政治
’・

　 ロ
ー

マ 帝国は，武力 ＝・；： 貴族支配 の 重層構造をも っ て い たが ， 初代皇帝 ア ウ グス ツ ス は シ ー

ザ ーの 求め たオ リエ ン ト的専制政治を斥けて，オ ク シ デ ン ト的民主政治を求め た。 か くして ，

ヨ ーロ ヅパ の 民主政治の 流れは，ペ リク レ ス か らア ウグ ス ツス へ と継琢 され る こ と｝ζな る 。 ど

こ ろで ， ア ウグス ツス の求 めた ロ
ー

マ 帝国における民主政治 とは い かな るもの で あ っ た の だ ろ

うか ？　 こ れを雄弁に語 る の は同時代の 詩人 ヴ ェ ル ギ リウ ス で あ る』「ロ
ー

マ よ ， 汝の 使命に忠

実で あれ／　国を興 し，
これを導 け／ 　平和の 国 ，

正義の 国を／ 　踏み つ けられたる者が 暖き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （“ ）

い たわ りを受け，傲慢 な者の 高き鼻が剣で へ し折 られ る正義め国を。」 ヴ ェ リギ リウ ス の 言 う

“

弱 きを助 け，
「
強きを くじく

”

と い う尸
一

マ 的正 義は ， ア リス ト、テ レ ス の 言う
駄

各人に各人の も

の を
”

とい うギ リシ ャ 的正義 と対照的で あ る 。 それは ，

・ロ
ニ

マ 的正義が 歴史の 背景 に 武力 ＝

貴族支配 の重層構造を もち ， ギ リ シ ャ 的正義が富力 ＝ 金権支配の重層構造 をも っ て い たか ら

で ある 。
囗 一マ の それ は政治的正義で あ り， ギ リシ 干の それ は経済的正義で ある 。

　  ・
教会の 民主政治

　ロ ーマ 帝国の末期を目撃 した聖ア ウ グス チ ヌ ス は ， 走義をな くした ロ
ー

マ 帝 国は
X
盗賊 の 婁易

に な っ た と嘆いたが，
ギ リシ ャ 都市国家 の末期に も生 じた

“

共同体の崩壊 ＝ 大衆化
”

とい う

社会現象は， ロ ーセ帝国の 末期に も生 じて い た 。 ア トム 化 し，プ ロ レ タリヤ化 し，大衆化しパ

　 　 　 　 c16）
ン とサ

ーカ ス を求め て さまよ う群衆 を ， 武力をもつて 制圧 し統 」 しよ うとして も無理であっ た。

軍隊を増強 しよ うとして重税 を課すれば，無産化する群衆を増やすだけであ っ た 。 この時代に，

物質的 に も精神的たも拠 る辺を失な っ た群衆が 流れつ い たあが 教会で あ っ た 。 ギ リシ ャ ，
ロ ー

マ め古代世界， わが世め春を旺歌 し従 っ て現世肯定め自然宗教の み勢力をは る こ とが出来た古

代世界で ， 今ま で は社会の 片隅で 細々
』
と守 られて来た キ リス ト教 ， 現世否定の 救済宗教で ある

キ リス ト教が
， 教会を通 して 広め られ る よ うに な っ た 。 キ リ ス ト教は ユ ダ ヤ教の 流れをひ くが ，

ユ ダヤ教を 信奉する イス ラ エ ル 民族 は，世界に珍 ら しい 重層構造 を もたな い 民族で ある。イ ス

ラ エ ル 民族が，エ ジプ トに寄留 しヘ ブラ イ人 とよばれ た時代 ，
エ ジプ トに流れっ い た様々 の 民

族 と混淆 したが ， 遂に重層構造をつ くらな か っ た 。 イ ス ラ エ ル 民族に おい て は，全員が神の 前
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に平等で あっ て
， 祭司 とい え ど も神の怒 りに触れ た ならラ イ病 にかか っ た 。

　キ リス ト教はこ の イ ス ラ エ ル 民族の 宗教を承 け継 い だの で教会の 中IC重層構造 をもっ て い な

い 。 教会 の
th

階層秩序
”

（Hierarchie）は社会 の 〒重層構造
”

（廿ber1亀gerung） と本質を異 に渉

る 。 民主政治 の 混乱は こ の点 の 誤解に由来するが， こ れ は後に 述べ る こ とにする 。 社会の 重層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CIT）
構造 に押 しっ ぶ され人間なみ に扱わ れ なか っ た奴隷 や貧民が ，重層構造な き教会 と い う構成体

で ，どれほ ど心身の 休まる思い を体験 したか想像に難 くない 。

　  　議会の民主政治

　近代に入 り， 宗教改革が起 りル ネ ッ サ ン ス が起 り地理上の発見が起 り，
ヨ ー

ロ ッ パ が大きな

動乱の るつ ぼ と化 した時， この 中で 武力 ＝ 貴族支配の重層構造か ら， 富力 ＝ 金権支配の重

層構造 へ と上層階級 の 交替が 進行 した。 こ の 間 ， 国家 と現世 ・ 来世の 支配権を分 け合 っ て対立

して い た教会は勢力を失なっ て行 っ た。 こ の結果 ，

・国家 と教会の対立の谷間で勢力をはるこ と

の 出来た土地貴族も都市商人 も， 国家 （国王）に集中された権力の た め に そ の 地 位が危 くな る

が，
’

武力
”

か ら
’

富力
”

に変 る時代の 流れを背景に ． 租税 の 負担能力にお い て す ぐれ て い る都

市商人が 土地貴族を蹴落 して有力な地 位を占め る よ うに な る 。 両者の 支配権をめ ぐる斗争は，

国王 の主催 した い わゆる身分制議会 （イギ リス は模範議会 ， フ ラ ン ス は三 部会 ，ドイ ツは等族

議会 と言 う）におい て戦わ される 。 身分制議会 は ， 土地貴族 と都市商人の利害の 調停と和解の

場で あ っ た 。 身分制議会は後 に国民議会へ と発展す るが ，
こ の 過程 を通 して ， 上層階級 の み の

調和と和解の 場にすぎなか っ た議会が ， 下層階級を も含め た階級間の 和解 と調停の 場へ と成長

して 行 っ ．た 。
ヨ ー ロ ッ パ にお ける 民主 政治の 流れは ， か くして

， 個人 一 教会 一 議会へ とそ

の 担い 手が変 っ て 行 くこ とに な る 。

四 、 高 文 化 の 功 罪

　←1 重層構造 の 修正

　高文化は ， その成立のは じめか ら不安定で あ っ た。 武力 によるにせよ， 富力に よるにせ よ支

配す る上層民族 に不満 はな い に して も，支配 される下層民族 に 不満が 尽きなか っ たか らで ある。

両民族の 間に民主政治が行な われ ， 調和ある自由の 関係が 成立す る間がわ ずかに下層民族の 救

い で あ っ た。しか し ， こ の 幸福な時が 過 ぎ ， 再び専制政治が行なわれ ， 調和なき支配 の 関係が

押 しつ けられ ると下層民族 に救 い はなか っ た 。 か くして
， きしみ合う民族あるい は階級の 関係

の 中で高文化は今 日にまで至 っ て い る 。 重層構造の 中に ある
“

支配
”

の 関係を緩和 し，憤 由
”

の 関係を促進する こ とが 不安定 な高文化を安定させ る鍵で ある 。 確かに ， 高文化がなければ人

類の文化は物質的に も精神的 に も今日 の発達をとげ るこ とはなか っ たで あろう。 しか し
，

こ の

文化の 陰には ， 下積み に され た下層民族あ るい は下層階級の 汗や涙や血が流 されて い る 。 ど う

して こ ん な悲惨なこ とが くり返されたの か ？　 それは， 下層民族 や下層階級の 生 の 声が 聴取 さ

れ る こ とが なか っ たか らで ある 。 下層民族の 声な き声を以下に 二
，

三 拾い 集め て み よ う。

　∈） 共 同体へ の郷愁

　二 つ の 民族が合体し重層構造を形成する時 ， それ 以前に形成 されて い た両民族 の
“

自然的共

同体
”

は解消 し， 重層構造の 中で 新 らしい
“

文化的共同体
”

が つ くられ る 。 文化的共同体は両

民族に よ る外生的な共同体で あるか ら， 各民族の 中に 自生的に 起 っ た 自然的共同体 とは性格を
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異に する 。 もし， 文化的共同体が
， 支配民族の 単な る支配の 道具 にすぎな い な らば ， 下層民族

の 中に失なわれ た自然的共同体へ の 強烈な郷愁 が生 じて 来るの は当然の こ とで あ る 。 人間は共

同体的存在で あるか ら，共同体が奪 い去 られる こ とに耐 え られな い 。 下層民族の主 牟る居住地

農村で は ， 共同体再生が しばしば企て られた こ とで あろ う。 共同体は ， 都市 よ りも農村の方が

育ち易すい
。 武力に も富力に も縁 の な い下 層民族が 仮に誇 りうるもの が あ っ た とすれば，共同

生活の 中で培われた地縁あ るい は血縁の団結 ぐらい の もの であ っ たろ う。

　◎　上層民族へ の 羨望

　上層民族へ の羨望 ， それは都市生活へ の 憧れで もあ っ た 。 上層民族は ， 下層民族の羨望を有

能な者 を上層階級 に ひき上げ るこ とに よ り満 して や っ た 。 これに よ り下層民族 の不満を和 らげ

よ うとした 。 しか し， 上層民族が下層民族 IC気前よ くふ るまお うとすればする ほ ど ， 他に領土

と領民を広げな けれ ばな らな くな っ た 。 高文化が 外に 向っ て 進出する の は こ の ため で あ る 。 高

文化が 内部の 下層民族を喜ばせ ようと外に 進出す るこ とは他の 高文化 との激突 を生 じたが ，
こ

の こ とを通 じて今 日 の 国際関係が形成 され て来 た 。

　◎　君主 制の 要求

　搾取 される こ とは宿命で あ る下層民族で あるが ， 出来 るだけ搾取の 機会を少な くしよ うと計

る の が 当然で あ る 。
こ の ため に は ， 上層民族の 搾取者が 多い よ り少い 方 ， む しろ一人 で ある こ

とが望 ま しい 。か くして ，搾取され る下層民族に と っ て は ， 貴族制よ り も君主制が 望ま しい
。

勿論 ， 暴君で あっ て は困る 。 望ま しい の は ， 権力が制限された君主制で ある こ とで ある 。 こ の

ため に は立憲君主制 が よい 。 しか し ， も っ と望 ましい の はペ リク レ ス や ア ウ グス ツ ス の よ うな

明君が ，下層民族の 声な き声を よ く聞き とっ て ， 臼由 と正義の政治を して くれ る こ とで あ る。

に｝ 高文化成立の 条件

　高文化が形成され て ばじめ て
， 人類は 自然的生活か ら文化的生活へ と発展で きた 。 自然的生

　 　 　 　 　 　 　 　 r

活の
“

手か ら ロ へ F
”

の 生活か らの 自然の 中に第二 の 自然 とい うべ き文化を生み残 して行 くこ と

がで きるよ うに な っ た 。 前な る世代の 文化の 上に 後な る世代の 文化が重ね られた 。 文化の 継承

や文化 の 批判が こ の ように して 起 るよ うにな っ て 来た 。 人類は歴史的に 生きるようにな っ て 来

た。 同時に
， 人類は歴史に責任を負うよ うに もな っ て来た 。 高文化が健全に発達するためには ，

い くつ かの 条件を必要とす る。 リ t ス トーは ， 以下の 五 つ の 条件をあげて い る 。　 ・

　θ　社会の 底辺が 形成され る こ と。

　高文化が成立するため に は ， まず統一 された
一 支配 された

一
社会 階級の 底辺を必要とす

る 。 こ の 社 会 階級 の 統 一が 失な われる と，文化水準 は低落せ ざるをえ な い 。 ギ リ シ ャ 都市国

家の 末期 ，
ロ
ー

マ 帝国の末期 ， 中世 ヨ
ー ロ ッ パ の 末期の 文化の 衰退はこ うして起 っ た。

　  　都市が 形成 され るこ と 。

　文化を生むのは ， 精神的労働者で ある 。 こ の ような専門職人は ， ある所に集住 させ られなけ

れば な らな い 。 専門職人が精神的労働に専念で きるため に は ， 専門職人の 日常の 食料と必要品

を運びこむ商 人の存在が必要 とな る。 か くして ，職人 と商人の 共同居住地 ， 都市が建設 される

こ とにな る 。 都市は戦士が護衛し ， 戦士 は周辺 の 農民 をも監視する 。

層
古代ギ リシ ャ の集住 （シ

ノ イ キ ス モ ス ）， 中世修道院 の共同生活 ，
近 代工 業都市の 成立は こ の よ うに して 起 っ て 来た 。

　◎　自由で ある こ と。
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“

都市の 空気は自由にする
”

とい う諺は，都市と文化の 深い つ なが りを示唆 して い る 。 肉体的

労働は ，

“

ア メ とム チ
”

で強制 されて も， 精神的労働は強制 され て生れ る もの で な い ． そうして

生れ た と して も，
・それは貧弱な もの で あろ う。 後世に残 る雄渾な文化 とい うもの は ， 自由の中

か ら生まれ出る 。 自己の意志の 決定は ， 自己以外の 何者 に よ っ て も束縛されな い 一 こ の 意志

の 自由を欠 い た ら， 人類の 精神 の所産で あ る文化の 発達 は望め な い
。 古代 ギ リシ ャ の都市国家

の文化 ， 中世 ヨ ーロ ッ パ 後期の 自由都市の文化 ， 近代 イ タ リヤ の ル ネ ッ サ ン ス 都市の文化， み

  自由 の 空気 の 中か ら生れた もの で あ る。

　  　防衛能力を もっ こ と 。

　文化が栄えて も， 外敵に滅ぼされ て は何 に もな らない 。高文化は幾度 もこ の 苦汁を なめ て来

た 。 ギ リシ ャ の 都市国家はマ ケ ドニ ヤに，ヘ レ ニ ズ ム 諸国家は ロ ーマ 帝国に ， ロ ー
マ 帝国はゲ

ル マ ン 民族に ， 中世自由都市や ル ネ ッ サ ン ス 都市は領主貴族と絶対君主に， ドイ ッ十八 世紀の

ワ イ マ ール 都市はナポ レオ ン に それぞれ滅 ぼされた 。

　  親睦の共同体を もつ こ と。

　高文化に は ， 重層構造 に よ っ て 失な われた自然的共同体へ の 郷愁
一

　Sehnsucht一 がある 。

失なわ れ た人類の 楽園，
エ デ ン の 園へ の郷愁があ る 。 農耕民族が農耕民族， 牧畜民族が牧畜民

族で あ りえた時に生 み出された貧 しくと も睦 じくあ りえ た 自然的共同体へ の郷愁が あ る。人間

は共同体 一 人間和合の 現実 一 を離れて安息を見 い 出せない 。肉体を器に そ の 中に魂が守 ら

れ で い る よ うに ， 共同体を器 に して 人間は そ の 中で 守 られて い る 。 共同体を失な う と人間の精
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

神は萎縮す る。 萎縮 した精神が ， どうして精神の 所産た る文化を は らみえ よ うか ？　ギ リシ ャ

都市国家の 末期，
ロ
ー

マ 帝国の末期 ， 中世 ヨ
ー ロ ッ パ の 末期の 社会 と精神の 情況が こ うで あ っ

た 。

　｛三｝ 高文化の 矛盾　　　　　　　　　　　
．
　　　　　　 ，

　 ピ ラ ミ ッ ドの法則 に よれば ， 社会 の底辺 を広くすれば文化の 頂点は高 くな る 。 こ の 法則は，

文化の 物質的 ＝ 量 的面で は こ の ままに あて は まる。 しか し， 文化の精神的 ＝ 質的面で は こ

の 通 りで はあ りえな い
。 巨大な社会 ， 巨大な都市は ， 確 か に今 日みる よ うに暈的に は高い 文化

を生み 出して い る 。 しか し， 今日 の よ う｝こ 量産 されて い る文化の 中に どれほ ど の Originali・tljt

（独創性）が あるか とい うと疑わ しい 。 多 くは ， すで に あ っ たもの の模倣 に すぎな い 。 量だけで

質 を問題に しな い今 日の 時代 は ， こ の こ とを不審 とは思わ な い 。現代人の言う質とは性能の こ

とで あ っ て
， 独創の こ とで はな い 。 モ デ ル ・チ ェ ン ジ （model − change ）と言 っ て もモ デル ・ク

リエ
ー

ト （皿 odel
− create ）とい うこ とを人は言わない 。 しか し， 歴史 の審判は文化の 量の 上に

で な く， 文化の 質の 上に下され るので は あるまい か ？　 い ずれにせ よ ， 歴史に文化の名を残し

た都市は ， 大都市で なく小都市で あ っ た 。 ギ リシ ャ の ア テネ，ル ネ ッ サ ン ス の フ ィ レ ン ツ ェ ，

ド イ ツ の ワ イ マ
ー

ル みな 小さな都市にすぎな か っ た 。 ゲー
テは 当時の ワ イ マ

ール を評 して 「ユ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）

ダヤ の ベ ツ レヘ ム の よ うに 小さ く，
しか し偉大で ある 。 」 と言 っ たが

，
1775年 ，

ワ イ マ
ー

ル の

人 口 は 6000 人にすぎなか っ た 。

　 しか し， 高文化 には常に二 つ の 成立条件，防衛能力 と親睦共同体の 間に矛盾が生 ずるの を避

けえ ない 。 文化の質は親睦の 共同体 ， 従 っ て 狭 い社会 の底辺を要求す る 。 しか し
，

これで は高

文化の 防衛能力が低下する 。 逆 に，文化の量を高め ， 防衛能力をつ けよ うとすれば ， 親睦共同
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体は損なわれ ， 文化の 質も低下する。 高文化は， こ の 矛 盾によ っ て 悩まされて い る。 高文化が，

防衛能力をお、と して も親睦共同体を守 り， 文化の質を高 め よ うとする な らば ， 他 の 高文化と の

連帯 に より自己の 高文化を守る他 はない で あろ う。 しか るに ， ギ リシ ャ 都市国家は遂に 永続す

る都市国家の連帯を結 びえ なか っ た 。
ペ ル シ ャ 戦争の時 に は連帯で きた ア テ ネ とス パ ル タ も，

ペ ロ ポ ネソ ス 戦争を起 して か らは連帯することがで きなか っ た 。 か くして，ギ リシ ャ都市国家

はマ ケ ドニ ヤ に滅ぼされて しまっ たの であ る 。 現代 の高文化 もほぼ同 じような事態に直面 して

い る 。 北の 脅威 ， 東の 脅威 ， それが い ずれ か ら来るにせ よ ， 連帯を朱な っ た高文化 は滅びゆ く

こ と に な るだ ろう。

五 、 嵩爻化の 朱来め光めに

　 （
一
） 社会化 と民主化

　　重層構造 にお ける社会の 形成原理 は，上層民族の 下層民族へ の
“

支配
”

と
“

服従
”

に よ っ た

　もの で ある 。 い ずれの 民族が 上位 に来 る か は，武力 の優劣が これを決め た 。

“

力
”

が 支配 の 根

拠で あ っ たか ら ， 権力主義が 原則とな っ た 。 こ れ に対 して ， 重層構造以前にお ける社会の形成

原理 は ， 部族内部の 上位者の 下位者 に対す る
“

指導
”

と
“

心服
”

に よ っ た の で ある。 誰が部族

　の上位 に来 るか は，経験や勇気が これを決め た 。 知や勇を含め た
“

徳
”

が支配 の根拠で あ っ た

　か ら， 権威主義が原則 とな っ た。

　　例えば ， 原始キ リス ト教会の は じめイ エ ス と弟子の 関係 に は，
“

支配
”

と
“

服従
” 一

の形跡は

全 くな い
。 イ エ ス と弟子の 関係は ， 去 る も自由， 残 る も自由で あ っ て ，イ エ ス に

“

心服
”

す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

者だけ に ， イ エ ス は
“

指導
”

をほ ど こ した 。 イ エ ス は この関係を弟子達 に説明 して こう言 っ た 。

「あなたが た の知 っ て い るとお り， 異邦人の 支配者 と見 られて い る人々 は ， その 民を治め
， また

偉い 人たちは ， その 民の 上に権力をふ る っ て い る。
．しか し， it5なたが たop間で は ， そうで あ っ

　て はな らな い
。 かえ っ て

， あなたが た の 間で偉 くな りたい と思 う者は ， 仕え る人とな り， あな

　たがた の 聞で か しら に なりた い と思 う者は．すべ て の 人の僕とな らね ばならな い
。 人の子 一

　イ エ ス
ー

が きた の も， 仕え られるため で な く， 仕え る ため で あり， また多 くの 人の あがない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （19）

　として ， 自分の 命を与え る ためで ある。」 と 。

’
　 命をなげ出 して病 人 ， 貧者 ， 罪人 に仕えたイ エ ス へ の

“

心服
”

， そ して イ エ ス の 讐旨導
”

と い

　う関係か らイ エ ス の 集団が形成され，原始キ リス ト教会，そ して 古代 ・中世 ・近代 の 教会へ と

発展 した 。 この発展 を通 して ， イ エ ス の 言葉 は守 られた 。 中世の 修道院長ベ ネデ ィ．9 トウ ス も

　こ う言 っ て い る 。 「修道院長 は ， 指揮す るよりも奉仕せ よ／ （magis 　prodesse　quam 　praeesge）」

　と。 こ の よ うな言葉 の 中に示 されて い る社会の 形成原理 は ， お そ らく重層構造以来失なわれて

　しま っ た自然的共同体の それ に近 い もの で あ っ たろう。
ペ リク レ ス

， ア ウ グ ス ツ ス
， 教会 ， そ

　して議会へ と承け継が れ て 来 た ヨ
ー

ロ ッ
パ め民主 政治の 流れは， 上層民族 と下層民族 ， あ る い

は上層階級 と下層階級の 関係 を，
“

調和なき支配
”

か ら躙 和ある自由
” ・へ と修正 しよ うとす る

　もの で あ るが ， 別の表現にすれば ， 文化的共同体の 中に 自然的共同体を再生 させ よ うとす る努

力で あ ると も言え るだろ う。

　 1 しか し， こ の よ うに言うと
“

民主化
”

とは社会構造の 上下関係 をな くする こ との よ うに誤解

　され易す い がそ うで はな い
。 人間の社会構造は ， 今 も昔 も上下の関係によ っ て 成立 っ て い る 。
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こ れは ， 社会構造 の 普遍 の 原理 で あ っ て
，

こ の 点は 自然的共同体で も文化的共同体で も変りは

な い
。 両者の 間に は ， 上下関係の

“
在 り方

”

に相違が あるだ けで ある 。 前者 の 関係が権威主義

的で あ り，後者が権力主義的で あ るだけで ある 。 上下の 関係はな くな らな い 。 従 っ て ．自然的

共同体 も
“

階層的秩序
”

（Hierarchie）を もち，
t
文化的共同体が 踵 層構造

”

（Uberlagerung）

を もつ の と同 じで ある 。

　高文化か ら階級をな くして
， 階級なき社会 ， 階級なき国家をつ くろ うとい うの は

“

社会化
”

で あ っ て
“

民主 化
”

で はな い
。 高文化に 上層階級 と下層階級の 入れ代る こ とが起 っ て も，階級

そ の もの はな くな らな い 。 社会に 上下関係の ある こ とは社会 の 形成原理 で あるか らで ある 。 仮

に ， 階級な き社会構造を創設 して みて も ， 矛盾はすぐに 表われ る で あろ う。何故な ら，こ の新

らしい 社会 で
“

なま け者
”

と
“

はた らき者
”

とが 同 じ給料をとり，同 じ権利を行使すれば， あ

の ギ リシ ャ的正義，経済的正義
一

各人に各人の ものを／ （なまける者に はなまけた分，はた

らい た者に ははたらい た分）
一

はどうな るで あろ うか？　正 義 が地 に 落ちれば， 社会 はい つ

か は滅び行 く。

　高文 化に おい て
“

民主化
”

を計 るとい うこ とは ， とか くきしみが ちな上下関係 を相互に耐え

やす き もの に修正す る こ とを意味 して い る にすぎ な い の で あ っ て ， こ の 点
、

社会化
”

を計 る と

い うこ とと厳 しく区別 されね ばな らない
。

　 に） 自由と 平 和と 正 義

　 リ ュ ス ト
ー

は ， 自己 の学問の 価値前提を 明示 して い る 。 それ に よ ると， リュ ス ト
ー

の 文化社

会学は三 つ の 価値を前提に して い る こ とが わか る。

　 ∈）　
“

自由
”

を肯定 し
，

“

支配
”

を否定する 。

　◎　
駄

平和
”

を肯定 し，

“

戦争
”

を否定する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （21｝

　   　
“

人間尊重
”

を肯定 し，
’

人間蔑視
”

を否定する 。

　 リ ュ ス トー
が掲げた以上三 つ の 価値目標 を ，

そ の実現可能性を疑う人は居て も全面否定す る

人は居な いだ ろう。 こ の意味で
，

こ れ らは人間の 理性が誰の もの で あれ肯定せ ざるをえない 人

類の未来 目標 と言え る の で はある まい か ？　 別の 言藥で 言え ば，以上三 つ の 価値は人類普遍 の

唱
原理 と言え る の で は あるまい か ？

　 とこ ろで ， こ れ らの価値目標は ヨ
ー

ロ ッ
パ の歴史の 中で ， どの よ うに生み 出されて 来たの で

あろうか ？　すで に見て来た よ うに ， オ ク シ デ ン トにのみ オ リエ ン トとは異 なり，
二 種類の上

層階級が形成 されて い た 。 貴族的上層階級 と商入的上層階級の 二 つ で ある 。 古代ギ リシ ャ の都

市国家 にお い て ち こ の 二 種類の 上層階級が調和 ある社会秩序を形成 した 。 こ の秩序を範例 とし

て
，

ヨ ーロ ッ パ の 民主政治
一 “

支配
”

を原理 とせ ず，

“

自由
”

を原理 とする重層構造 一 が発

展 して 来た 。か くして ，
ヨ
ー

ロ
ッ

パ の
゜

自由主義
”

（1．iberalismus）はそ の 源泉を，貴族的上層

階級と商人的上層階級の 形成 した社会秩序に汲む こ とがわか るの で ある。 こ う見 ると， 古代 か

ら中世 そ して 近代 に 至る 自由主義 の 巨大な流れ は ， 古代ギ リシ ャ の 商人上 層階級の 切実な要求

に端を発 して い る こ とICな る 。 近代の 自由主義が ，
ブル ジ ョ ア 階級の 旗 じ る しと されて い る の

も当然の こ とと言える 。

　 次に ，

“

平和主 義
”

に っ い て は ど うで あろ うか ？　古代 ギ リ シ ャ の 民主政治は ， 古代 ロ ーマ

に至 りア ウグス ッス に継承 されたこ とはすで に見て 来たとこ ろで ある 。 しか し，古代ギ リシ ャ
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と古代 ロ
ー

マ とで は ， そ の民主 政治の 社会的背景は全 く異な っ て い た 。 古代ギ リシ ャ にあ つ た
卩

貴族的上層階級と商人的上層階級の対立 は ， 古代 ロ ー
マ に な か っ た 。

ロ
ー

マ の 支配階級は ， 貴

族の み で あ っ た。従 っ て ．古代 ロ
ー

マ の 民主政治は ， 貴族的上層階級 と蹕民 的下層階級とい う

社会的背景 の下で行なわれた 。 ア ウ グス ツ ス の 民主政治は，詩人ヴ ェ リギ リウ ス が これを代弁

したよ うに ，
“

弱きを助け，強きを くじ く
”

を原理 とする もので あ っ た 。 こ の よ うな政治的正義

の 主張は ， 何よ りも貴族的上層階級の もの であ っ た 。 貴族が腰に帯びた剣は人切 り包丁で あ っ

たの で はな く， 高慢に弱 き者を足蹴に して 威張 り散 らす乱暴者を制裁する正義の 刃で あ っ たわ

けで あ る 。
ロ
ー

マ の 剣が ， 正義の シ ン ボ ル で あ りえ た間は ， pax 　romana も健全で あ りえ たわ

けで ある。 この よ うな平和主義 ＝ 政治的正義の 流れは ， 下層階級 から出たもの で な く， 上層

階級 の 要求と して 生 じた もの で あ っ た 。 官僚は ， 元来 ，
こ の よ うな意味で平和の 使徒た る使命

を もっ の で ある 。 官僚 は， 歴史をさか の ぼれば貴族で あり， 戦士で あ っ た 。

　 日露戦争はかつ て
’

聖戦
”

と呼ばれ，貧 しき ア ジ ヤを い じめ る大国白 シ ヤ の 高慢を くじくの で

ある と叫けばれ たが ， あ の 頃は 日本に も ロ
ー

マ の 正義が生 きて い た し，
こ の 正義感にふ るい 立

つ 貴族的上層階級 もな お健在で あっ たわけで ある 。 国外に領土を求め た侵略主義ばか りではな

か っ たはずで ある 。 とこ ろが戦後 ， 日本の 国 か ら鉄拳制裁の 言葉を聞かな くな っ て か ら時久 し

い 。 剣が正義の ため で な く我欲 の ために用 い られ ， す っ か りミソ を つ けて しま っ たためで あろ

う 。 日本に剣が帰 っ て 来て も， 正義が 帰 っ て 来なけれ ば何 もな らな い
。

　最後に ，

“

人 間主 義
”

につ い て は どうで あろ うか ？　 リュ ス トーの 言う人聞尊重 ， ある い は

人間主 義 も正義め要求の 一つ で はな い だろ うか ？　 これは， ロ
ー

マ 人 ヴェ ル ギ リウ ス の 言 う
“

弱

きを助け， 強きを くじ く
”

とい う政治的正義 とも， ，
ギ リ シ ャ 人ア リス トテ レ ス の 言う 洛 人に

各人の もの を
”

とい う経済的正義と もジ ャ ン ル を異にす る第三 の 正 義で はあるま い か ？　 これ

は， 仮に 名づ けるな らば ， 社会的正義と言えな い だろ うか ？

　言葉の 厳密な意味で ，
キ リス ト教的正義と い うもの が あ る とすれば， それは こ の 種類 の 正義

で あ る よ う に 思 われ る 。 リ ュ ス トウ ーが い み じくも
、
人聞尊重

”

と呼ん だ もの が こ の 正 義の特

長 であ る。 人間扱い をされて い なか っ た ロ ーマ 帝国の 奴隷階級の 間に燎原の 火の よ うに ペ テ ロ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

の 説教が広 ま っ た の は，人間扱 い されて い なか っ た奴隷を も暖 く抱きかか え る
“

神の 愛
”

（α 一

．rCtπ η）が奴 隷 の心に感動を与 えたか らであ ろ う。
ロ
ー

マ
・カ ト リ ッ ク教会の な しとげた数々

の業績の手 は じめ は ， 奴隷階級に人間的な交わ りの手を さ しの べ た こ とにあ っ た と思 われ る 。

上 層階級の 支配の 前に は虫け らの ように服従するよ り道の なか っ た下層階級の心の奥に，人間

で あ る限り， 色が黒か ろ うが 赤か ろうが ，

za

人問尊重
”

（俺たち も人間な の だ／）の 叫 けびが眠

？
て い て も不思議で ない 。

ロ ーマ ・ カ トリッ ク教会は ， 奴隷階級の心の 奥に眠 る こ の 叫けびを

よび起 し， か っ こ の 要求に応 え よ うと した の で あ る 。 か くして
， 正 義の 要求は下層階級 の 要求

の 中に源流を汲む と言 え るの で あ る。

　十九世紀に な り， 以上三 っ の価値 一 自由と平和 と正 義
一

は，

一時信仰 と結 びつ い て い た

ICも拘らず，
“

神な き時 代
”

に再び階層の イ デオ ロ ギ
ー

に逆 もど りした 。 自由を価値目標 とす

る
’

自由主義
”

（Liberalismus）は市民層の イ デオ ロ ギーに
， 平和を価値目標 とす る

“

国家主義
”

（Nat沁nalismus ）は官僚層の イデオ ロ ギ
ー

に ， 正義を価値目標に す る
za

社会 主 義
”

（Sozialis一

皿 us ） は貧民層の イ デオ ロ ギ ーに再び帰 るこ とに な っ た 。 以上の 価値 と階層とイデオ ロ ギーの

関係 ic宗教的視点を入れて
，

カ ト リッ ク教派，
カ ル ヴ ィ ン教派 ，

ル タ
ー教派との 関係を も合わ
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18 鉢 野　正 樹

せ明 らか に した の が ， ミュ ラ
ー

ア ル マ ッ クの業績で あ つ たが ， こ こ で は触れな い こ とにす る 。

一言だけ添えて おけば ，
ミ ュ ラ

ー
ア ル マ

ッ クが ， イデオ ロ F
’一・の 根源を宗教の 信仰に求め たの

に 対 して ， リュ ス トーは社会の 階層の 中に 求め たの で ある 。 これが宗教社会学 と文化社会学 と

の相違で もあ る。 　　 ・　　　　　 ．　　　　 ．

　 ミ ュ ラ
ー

ア ル マ ッ クの 命名にな る 「社会的市場経済」（Soziale　Marktwirtschaft） とい う戦

後西、ドイ ヅに起 っ た経済学の 学派は，別名 「新 自由主 義」（Neo− Liberalismus） とも呼ばれて

い る 。 しかる に ，
こ の 学派の 学者は ，

い ずれもこ の 名称を好まない 。 何故な ら ，
こ の学派の学

者達 は 自由の 価値を尊重す るが ， 決 して市民階層の イ デオ ロ
ーグで はな い か らで あ る 。 か と言

っ て ， 正義 の 価値を認め はす るが
， 貧民層の イ デオ ロ ーグで もなく，

こ の 階層の イ デオ ロ ギー

政党社会主義者で もない
。 勿論 ， 平和の 価値も求め るが ， 官僚層の イデ オ ロ

ーグで はありえな

い 。 戦争中，
こ の 階層の 掲げたイデオ ロ ギー

， 国家主義と最も激しく戦 っ たの は ， 社会主義者

と並ん で こ あ学派 ，
い わゆ る自由主義者 で あ っ た 。

　か くして
，

こ の学派の 目ざす と ころ は ，
三 っ の 価値を と もIC許容 した

， 綜合的な価値体系で

あ る こ とがわ か る 。 こ の よ うな体系が ， 具体的な体制 の 申で 実現 され る道 は ， はるかに遠い が ，

こ の 体制が実現され るために は ， 各階層の 和解 ， 各 イデオ ロ ギーの 相互理解 ， 更 にはミ ュ ラ
ー

ア ル マ
ッ ク の言 う宗教和ne　一 　lrenik− 一を も前 提 と しなけれ ばな らな い

。 か く言 えば ， 大層

難 か しい こ との よ うで あるが ， 道は遠 くて も目標は 目の 前に下が っ て い る 。 結局 ， 人間和合の

現実ど して の共同体が
一

重層構造以降の
“

文化的共同体
”

で はな く，それ以前 の
“

自然的共

同体
”一 こ の 現代文明の 中で 再生 されるか否か に懸 っ て い る の で は．あるま い か ？

　 どん なに社会 の 底辺を広 くし， 文化 の 頂点を高 くした として も，そ れが量 的な もの で 終 り， 質

的な もの を失な っ て い て は どうで あろ うか ？　 量的な社会が 大衆社会で あ り，量的な文化が大

衆文化で終 っ て よ い もの で あろうか ？　社会か らは質的な もの
一 共 同体，文化か ら質的な も

の 一 独創性が失われて よ い もの で あろうか ？　 すで に見たよ うに
，
．共同体の 失なわれる所で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
は ， 人間の 精神が衰弱す る 。 精神 の 衰弱す る所で は ， 独創性が失な われ る 。 現代文明とよ ばれ

る今 日の 高文化におい て
，

こ の ような恐 るべ き人間の精神の 崩壊が準んで い る 。 今 日の文明の

危機は ， 精神 に ， 人間性 そ の もの に まで 迫 っ て い る 。 現代文明に は ， 救 い が必要で あ る と言え

←
な い か ？

註

〔1｝ Wilhelm　 Rδpke ： Gegen　die　 Brandung ，2．　Auf，1959，　S．33．

〔2｝　 a ．a ．0．　S．36．

｛3）　 a．a ．0．　S．36．

〔4｝、ai
’
a．0．　S．37．

（5）　a ：a ．0．S．37．

｛6｝
．1”

ア
ーノ ル ド

・トイ ン ビー著　松本重治訳 「歴史 の 教訓」　 197．7庫
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〔7−） Alexander 　RUstow ： Die　Zukunft　des　Untenehmertums，　S．12 ，
　in

”
Gegenwarts 　und 　 zu 一

　　　　ト
　　funftsaufgababen 　des　Untornehmertums ，1956．

C8｝　 a ．　a ．0．S．12．

（9】 苑伸淹 ・ 岳陽桜記 ：先天下之憂而憂 ， 後天下之楽而菊 こ の 言葉は，難波田春夫教授 の 主宰され る「経

　　済硬究会」 で 初め て 感銘深く耳 に した 。 ただ，教授が そ の 時，筆者と全 く同 じ意味 で 用 い られたかど

　　 うかは記憶 に ない 。

  　J6Seph　A 、　SchuThpeter： History　of　Economic 　Analysis，1961．

01】 こ の概念は ，リュス トー社会学の key　word で あ っ て ， 主著 「現代の 定位」 の い た る とこ ろに 出て 来

　 　 る 。

肋 ：Alex．ander 　Rlistow ： Ortsbestimmung 　der　Gegenwart ，　Band 　I，1950，　S．39．

  　Alexander 　RUstbw ： Ortsbestimmung　der　Gegenwart ジ Band 　H ，2．　Auf
，
1963，　S．103．

a4｝　 a ．a ．0．S．176．

肛5｝　a ．a ．0，S．183．

U励　pauem 　et　circenses

cm ペ リク レ ス ， ア ウ グス ツ ス とそ れまで 個人的 ， あ るい．は人格的主体に よ っ て 継承 され て来た民主政治

　　が ，こ こ に 至 っ て
“

教会
”

と い う超伺人的，あるい は構成的主体 に 継承された こ とに な る 。 人格的主

　　体の 生命力は，七十年，長 くて 八十年 に すぎない 。 しか し，構成的主体は，こ れをはるか に超え，歴

　　史 の 中を数百年，あるい は数千年生 き続け る 。 民主政治を担 う主体が ，こ の 時代に ，個人か ら構成体

　　
一 Gebilde 一

へ と移 された意味は限 りな く深い 。 近代 に 入り，民主政治は
“

教会
”

と い う在内構

　　成体か ら，
zava

家
”

とい う包 括構成体へ と更 に 移 され る 。

“

議会
”

における民主 政治が こ れで ある 。

　　今 は，世から捨て て かえ り見られな い オ ッ ト リ リエ ン ブ ェ ル ト ・ゴ ッ トル の 「構成体論的経済学」か

　　 ら今日 で も学びうるとこ ろ は多い 。
ゴ

ッ ト ル IC学 ん だ酒枝義旗教授は，主宰された 「ゴ
ッ トル 研究会 」

　　で ， 生活の 主体は ， e 有機的主体 （動物 ， 植物）O 人格的主体 （人間個人）  構成的主体 （家庭 ， 企

　　業 ， 国家）の 三 種類に分け られ る こ とをしば しば語 られ た 。

鬮　Alexander　Rtistow ： Ortsbestimmdng 　der　Gegenwart ，　Band 　rr，2．　Auf，1963，　S．372．

  　新約聖書 「マ ル コ に よ る福音書」10章42節一 45節。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぞ

  　Alexander　RUstow ： Ortsbe白timmung 　der　 Gegenwart ，　 Band 　L　195e，　S．103．

 1〕　 a ．a ，0．　S．19．
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